
















































1930 年頃の事、母親は陣痛のために 17 日間苦しんだ。その時父親は金細工の仕事でタライ
に出かけていて留守だった。世話をしてくれる者もいないまま悶え苦しんだ末に、彼女はやっ
と女児を産んだが、その赤ん坊は既に死んでいた。そんな辛苦にあっても、彼女にはゆっくり



















































な村はバルセ (Bharse)、チャンドラコット (Chandrakot)、ワミタクサール (Wamitaksar)、バレ
















































・ 炭火の使い方 : 彼はまず金や銀等の金属を溶かしたり、切り落とした金属片を熱で柔ら
かくするため、フイゴで炭火をおこすことを手伝わされた。
・ 装飾品のつや出し : 光沢剤の酸、塩酸、硝酸、ホウ酸等の化学薬品の使い方を教わった。
・鎚打ち : 地金を平らに打ち延ばして薄い金属板にしたり、鎚で叩いて針金を作ること、  そ
の針金を多数の穴のあいた工具に入れて引き抜き、更に細い針金に加工する技術を学ん
だ。
・ 溶接 : 金属溶接の際に用いる硼砂の使用方法、二つ乃至はそれ以上の金属を溶接するの
に適当な炎の温度等を教わった。
・ 様々な道具の使用方法 : 小さなヤスリ、ノミ、ハサミ、キリ、タガネ、ヤットコ等の道
具の使い方を学んだ。



















































































5 組、時には 7 組もの衣類や装身具、上等な食事等を用意して盛大な式を挙げようとする。新
婦の後見人は、今日でも豪華な御馳走、高価な装身具等の贈り物を要求することがある。新婦




3) 5 ダルニ (dharni: 1 ダルニ ≒ 2.5 キログラム) の肉
4) 5 パティ (pathi: 1 パティ ≒ 5.6 リットル)の酒
5) 5 トラ (tola: 1 オンス ≒ 2.66 トラ)の黄金








ティヤ(約 6褄入る容器)に一杯の地酒、一抱えのサーグ(約 1 kg の野菜)を用意した。婚礼の儀
式はすべて質素に行なわれた。ウダヤもマシネにタウロという銅製の容器とガーグリという銅















農作業を手伝った。その後長男は、次男に 9 クラスまでの教育を受けるよう勧めて、4 年間の
専門技術教育をブトワールで受けさせた。三男(筆者ロク・バラール)は 2 人の兄の勧めに従
い、2 人からの経済的援助を受けて大学に進学し、その後物理学の修士号を得て大学の教員と


















































を取り壊し、自分たちのために新しい別の家を建てた。マリーマン(享年 65 歳)は 1998 年 3 月
に死亡した。
様々な技術の習得とその応用
















































等、雑多な仕事に従事してきたが、50 歳を過ぎてからは主に農業をして日々を送っていた。  そ
の頃には長男が金細工の仕事を上手にこなしていたからである。視力が衰えたため、金細工の
ような根気のいる細かい仕事が難しくなり、むしろ肉体を激しく使う労働を好んだ。田畑の犂








































1. Rainya (腕輪) 6. Kalli (腕輪)
2. Bala (腕輪) 7. Aunthi (腕輪)
3. Thoka (腕輪) 8. Thiunra (ネックレス)
4. Jantar (ネックレス) 9. Hari [Kampani,Mohar,Charami] (ネックレス)
5. Habel (ネックレス)
金製品
q Phuli-Bulaki (指輪) t Mundri (イヤリング) o Aunthi (指輪)
w Dhungri (イヤリング) y Kilip (髪飾り) !0 Tilari (ネックレス)
e Naugadi (ネックレス) u Bala (腕輪) !1 Sriphul (髪飾り)
r Mundra (イヤリング) i Madawari (イヤリング)
忙しい時はマシネは夜の 11 時まで仕事をし、ほんの 4、5 時間の睡眠をとっただけで目覚
め、早朝から再び仕事に取りかかっていた。時には妻を手伝って牛や水牛の世話をしたり、乳
を搾ったり、牛小屋の掃除をしたりした。ティーズやダサインやティハールのような祭りや、



















q Bulaki w Dhungri
y Kilip
!1 Sriphul




































































出してくれ。」だった。こうして彼は 1988 年 3
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